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（狙われない対策）

高価な所有物や外出予定を公表しない
→ＳＮＳ投稿、飲食店での会話を控える

対策（管理）をアピール
→防犯プレート、防犯機器を見える場所
に設置する

地域の連携
→街頭防犯カメラの整備、パトロール、
近所の声掛け

国際電話（＋１や＋４４などから始まる番号）からの詐欺電話に要注意！

防犯対策をしましょう！
～ドロボウが皆さんの不在時を狙っています～

主な犯罪認知件数 空き巣３件、自動車盗２件、 自転車盗１６件、車上ねらい６件、

部品ねらい６件、万引き４件

（被害を最小限に防ぐ対策）

盗まれるものを減らす
→不要現金、貴金属等の不保管

犯行時間を減らす（早期の被害認知）
→スマホ連動型防犯カメラ、機械警備や
異常を周知する警報機の導入

防衛力の強化
→ドアや窓の強化（ＣＰ部品等の導入）
防犯性能の高い金庫の設置

「防犯用具購入費補助制度」の活用を
○ 刈谷市では、侵入盗や自動車盗などの対策を図るため、自家用

の防犯用具の購入及び設置費用の一部を補助する制度があります。

○ 補助制度の活用を検討される場合は、刈谷市役所くらし安心課

までお問い合わせください。

刈谷警察署 令和６年３月の刑法犯認知件数 ４２件 （前年件数 ５５件）


